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おいしいふるさとのおかし 

逸品立川菓子 


恒例「ふるさと東京 まつり」 in 立 川 


立) II 人にもすっかりお 钏染 みになった 「朿 ?. ふるさと 

i つり」が、今年も昭和記念公 H で m かれました a 案外 

ですねえ"欠々に X 夫をこらした「お菜子」が^判でした。 

この分でいくと「お*了がおいしい立川の te 」なんて呼 

ばれる日は•そぅ速くないかも知れません。ええ，ッら 

つしやい、ッらつしやい、安いょ•安いょ。美味しいか、 

ですって？それは貴方の「ほっぺ U . に聞いてください。 






















みなさまの慕らしや 
ニーズに 合わせて、 

福広いサービスに 
つとめています。 
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料100冊ぁ たります。 
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ジャス - t •アニス ku 有も这. 
山下^のサイソか**入，てい2> 
co ンド匕•下ノ f 〇 r , 玲釉は 
名 nv ? ハの 《• ほい访は•の 
mccu あし1■でご逢路它 ■ 




fif 策子の名手として名高い塩田苒一 立川の15万人日の市民になったか 
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銅板造形作家。 ti 大ガリパーを滋 
RiR 高 ft 町に裝作 s (商松町） 



洋服のデザイン•仕立を妓い、み 
ごとテーラー日本一に。《羽衣町} 



立川から23年ぶリに、上位ランキ 祈市長2^インフリジェントシティー現代感覚を盛り込んて歌いあげる、 
ング。準ミス束京 •* <丄砂町> めざしてカイより始めた S 木氏。(上砂町> N £ W カンツォーネ。 <柴觭町） 
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月刊 • えぐ CU あ/ iHHII と語ろ *5 • 立 III に生きよう 
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川上水 G ^ s : だつた余：け 
が、ラつした.^ちの問に 
残されている。供ぇ t のもな *-<15 
れる人もいな、せめて Sag ご - Q 
この子どもで*^ if てく n ないかと、 
あたりをキ 3 ロキョロ-^めてみ 
てら、ただ，しん t ^ i りかえつ 
ていただけだつ； 

S • H) 


でただ一つの山◊もともと 
江戸時代に薄饤した富士山 
の「富士塚」ではないかと S わ 
れている U この山については本 
謎 8 C :* '「たちかわ歩道 j 
の中でも紹介している。 


その熱心さに今の師である’五十 
嵐 1 i を招介してくれ；/お 
じさん 0 それからもぅ、十_の 
が*ぎてい' f さん日く 
「先生は絵^ K ぇてくれたが、それ 
より人としての在り方 4 ^え 
れました 1 -°と•十数年の重み^® 
じる. BII であつた。今は、囊公 

かれている。生徒さん 1 生に ft 
けぬ％.中」になれる方ばかりだ** 



真如苑だょり 

もぅ' 今年も ft 後の H とな 
り，つい I 年を振り返つてし 
i ぅ*今日このごろです。こ 
の一年•何かいいことあ〇ま 
したか- 

いいもの a 付けに* どラぞ 
お M 1 ください ♦ 

■ n 時 120 C 19 日出 

午後 2 時\ 4 時 
■» 本«•典如宝物銪をはじ 
めと I て咲 IK など 盛り だく さ 
んの用意がしてございます" 
■立川市民(成入)に眼らせ 
て項き i す。 

■お申し込み a 「えくてびあ 
ん士ンパ 
ニオン」(本 
誌を手渡 
L て <れ 
た人> へ。 
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5 U 訪神社の裏手にある、典訪公 
alu 桜の * がギッシリとじゆうた 
んを教いたようにしきつめられて 
いました®#^く K * がもう枯れ* 
となつて地を US める季節になりま 
した •争 この? Bn になると、«樣 
にお M 染みいただけてきた、 - 1 ベス 
卜立川入 • M , 87 J がいよいよです。 
12 月 17 日から 23 日の 1 遇閲，ゥィ 
ル 9 陏朝日ギヤラリ—にて ft ない 
ます。立川人のまだ発 a されてい 
ない*立川人^が) t 付かるかも 
しれません • - 1 :¢:川人•展」に米 
展してくださつた方々に*何か栾 
しんでいただけないかと、体力と 
知®を絞 9 •昔*かしい手作りの 
三角クジを作りました C これに当 
ると*もれなくすてきな本と"来 
年の幸運が ft いてきます。 • ちや 
んこ錨親方衆とえくてびあん 

(* 集)石霉》麴 tt 藤 1 %子 • I ' tlltt 芩#山清子 
|^川| 9 田中||>+华月正&»應弘子 
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@ 空櫚に Ur 押人を試みよ。 
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上水にかか 

る<^11梅の f <:<^ 罹山はあ 
る。民家の間に®れるよぅに^? 
があり，そこ,^>^ぐると商さ20阳 
はどの山ともいえない山にある。 

i ^ am ± 13 - 

$に^ふ^^に秋 
葉まつられていたが•それ 
も江戸の昔の缉八ふ山^5れて 
玄^ Kg *# は彩も形 t ない。玉 



22歲ょり絵を始めた望月一維さ 
ん。今は. 「 t ^ r 」 J をテ—マに描 
き絞けている n f は-»_き(夢 
中ごである、望 BT さんの人柄を煩 
間 ft ることが出来る！ £onn である。 
絵， VC 0 めたころは、 crJ ?? V^E 
のま il : 描いていたが，描くにつ 
n ,-» いろん叉に 1 %てほしい Jt 
い Tsfi 持が is いてきた。当時 ^ H 
には画 i さんが^-、いつら 
決まつた®にい r ていた。そこの 
おじさんが•なかなか熟ぼく細か 
に絵の 3 S * をしてくれる人で、そ 

の勢いに SWE ： さんの華に^ R が入 
> % } rL • , 4 s t 二 r • J 9 
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93 olwll^v 孑 ogr の？ 
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今年の立川は"本の当り年； pk 。* 川人が生^ 33 k 
本の中から，著者および出 f のご&^によリ、3>^4 
点、計幕がサイン入リ r 「 H 刊えくてびあん j へ寄梅さ 

れまし*:、この幕は「立川人•展』ご裘の方々に、柚 

逢によ：：^し-ることになリまし^ご期待 IMu い。 

#三田 a 吉著-1立川飛行場物鹿 j 

(けやき出版) 00 © 攆いで 10 組 30 哥 

•烏海忠著、こだわり文房具4 ( 光文社文靡>20冊_ 

•山田しげお着『诗集•楕子車 J (けやき出版)20冊。 

參立并啓介著4対较集•夢はゆめ色』 

(清水弘文世> 30 冊。 



早いもので今年も「立川人•廛」の季節 
がやつて来ました。ユニ—クな人が今年 
も目白押し。立川人 is 考委員会の面々も 
選ぶのにてこずりましたが、その I 部を 
小出しでご紹介します。当日ご期待あれ。 

■金期 12 月 17 日*〜 83 日* llst 18 時 

，ただし初日は13時開展】 

, 一取終日17時閉展 J 

■会壜 * m ギャラ ！ >1 

〔立川駅ビル WILL 9 FJ 


11 立川人•展犯_ 

全国 W 市が|中で、市民の手にょって市民を讃| 

催し£てぃるのは、立川市だけです。 
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